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《契約件名》

＊契約日から、事後の整理期間まで含んだ期間を記載。

　　　 成果報告書       

団体名称 公益財団法人　新日本フィルハーモニー交響楽団

担当者連絡先

（担当部署）

（氏　　名）　竹原　一衛

（電　　話）　０３－５６１０－３８２０

事業期間
令和３年１月２９日　～　令和３年３月３１日

（Ｆ ａ ｘ）　０３－５６１０－３８２５

１．概　　要

事　　業　　名
分身ロボット「Ｏｒｉhｉｍｅ」とのコラボレーションによる

リモートワーカーや障碍者等との共生コンサート

事業のねらい、波及効果など
（事業の趣旨）

身体的理由を始めとして何らかの理由でコンサートに直接参加できない人を、従来は遠
隔地からの「就業ツール」としての活用されていた「ロボット」を利用して、「嗜好を
満たす手段」としてもらうことで近時急速に台頭している「配信」による聴取とは異な
り、自身の感情も表現できる「双方向性」が加味される。オーケストラ側にとっては新
たな聴衆の獲得へとつなげることが可能となる

＊本事業で目指すこと、試みること（目的・ねらい）を記載。定性的なねらいや波及効果に加え、できる限り定量的な目標値も記載。

事
業
の
必
要
性

申請に至った背景と理由

当楽団創立時に掲げた理想は「芸術至上主義の閉ざされた世界にこもることなく、幅広
い音楽活動を通じて、オーケストラが生み出す音楽の魅力をより多くの人に伝えるこ
と」にあった。その流れは脈々と引き継がれており、特に最近の30年ほどは墨田区との
密接な連携により、「地元での音楽教育」を中心とした「社会貢献活動」が楽団運営の
一つの軸足となっている。そういう歴史と背景を持つ楽団と「ＯｒｉＨｉｍｅ」との出
会いが今回の申請の原点。この取組が障碍者にとって新しい形での社会参入の一提案と
して意義深いものであると認識している。

＊報道や客観的データをもとに記載

本事業実施にあたって活か
せる団体の強み

オーケストラと「Ｏｒｉｈｉｍｅ」という社会貢献ツールを活用してのコラボレーショ
ン。新日本フィルについては純粋なクラシック音楽が主流ながら時代の要請も取り入
れ、多分野との共同コンサートの経験多数（演歌、ポップス歌手に始まり、近時では雅
楽とのコラボレーション等変化にとんだ取組を行っている）共演の相手が「ロボット」
を介した「人」であることは初めてのケースではあるが過去の経験からも演奏における
懸念材料はないと判断した。



２．公演について

1ステージ

東京都江戸川区

東京都墨田区

１７２人(内招待者６９　人) 平均入場率（％） 34.8%

＊

実施にあたっての

本用紙は、１契約の内容が「１．新進○○育成公演（計６公演）、２．○○研修（３メニュー　各１０回）」のように複数の事業を含む場合には、新進○○育成公演、○○研修ごと
に作成すること。なお、新進○○育成公演（計６公演）の場合、本用紙の中で公演毎に①～⑥に分けて記載すること。

＊共催者等の具体的な役割を記載。

計 　 63名+「Ｏｒｉｈｉｍｅ」6台

株式会社　オリイ研究所（ロボット及びＰＩＬＯＴ提供　動作確認等）　　　　　　　　すみ
だトリフォニーホール（協力）

公演期間
令和３年３月１２日～令和３年３月１５日

《ステージ数》

実施場所

チケット料金
全席指定　2000円

指揮　松本　宗利音
演奏　新日本フィルハーモニー交響楽団
「ＯｒｉＨｉｍｅ」
観客席最前列中央　4台｟全国各地から「ＰＩＬＯＴ」と呼ばれるオペレータ（ロボット操作
の訓練を受け業務従事者として活動中）がコンサート観賞者として参加｠
指揮者横　1台（指揮者に呼応しつつ観客としても参加）
ホールロビー　1台（コンサート入場者への案内や対応）

協力機関・団体等

主な出演者

公　演
概　要

3月15日（月）　18時開演　　すみだトリフォニーホール　　　60分公演
Ｊ.シュトラウスⅡ：歌劇「こうもり」序曲
Ｊ.シュトラウス：「鍛冶屋のポルカ
Ｊ.シュトラウスⅡ：雷鳴と電光
Ｊ.シュトラウスⅡ：ポルカ「狩り」
Ｊ.シュトラウスⅡ：トリッチ・トラッチ・ポルカ
モーツァルト　交響曲第３５番ニ長調「ハフナー」

公演名 分身ロボット「ＯｒｉＨｉｍｅ」と聴くクラシックコンサート

入場者合計

リハーサル　3月12日（金）　タワーホール船橋

本公演　　　3月15日（月）　すみだトリフォニーホール



３．事業の成果

４．本公演のフォローアップ方法及び再演に向けての活動

■過去音源の販売を継続中
　https://japanphil.or.jp/goods/cd_dvd

公演開催決定から公演当日までの期間が短期であったため、想定していた集客が伴わなかったことが反省点。
従来のクラシックファン層とは異なるターゲットのため、既存マーケットが活用できず。チケット販促活動が
十分とは言えなかった。本公演については「分身ロボット」というツールを通じての「社会貢献活動」として
の意味合いが強いが、最先端ＡＩを駆使した「ロボットパフォーマンス」と直感的にとられるケースが目立

ち、正しい理解を得るのに時間と説明を要した。

実
施
後
の
効
果

公演後墨田区を始めとして大きな評価を受け、それに伴い次回開催の議論が始まっている。社会貢献の意味合
いを持ちながらも安定的に公演を継続させるためには集客を中心とした採算性に言及せざるを得ない。一定の
公的・私的支援を受けながら、又技術的な進展も期待しつつ、議論を深めていきたい。

※ 事業の実施効果を計るため育成対象者の今後の活動をどうフォローアップしていくのかについて記載してください。また、継続して採択されている事業については過去に団体の育
成を受けて現在活躍されている方について、育成後の活動を具体的に記載してください。

事
業
の
課
題

感
想
・
評
判

＜顧客の声＞

本公演開催時にアンケートを準備し、42枚の回収。顧客属性については添付エクセル、記述部分についてはＰ
ＤＦを参照。総じて好意的な内容が多いが公演開催の意義については、十分な理解を得られていないとする意
見が若干見られた。

＜スタッフ・共演者等の声＞

本来のクラシック公演から少し立ち位置の違う内容にて、楽団員・スタッフとも当初戸惑いもあったがリハー
サルを通じて理解が深まり、公演当日はスムーズな進行。指揮者については特に1台の「Ｏｒｉｈｉｍｅ」と
のやり取りに加え、観客への説明もあり、良くも悪しくも公演の中でより当該公演の意義が深まったのではな
いかと思われる。又、ＰＩＬＯＴ達の感想も新聞記事にもあるように従来の「配信」での聴取とは異なり、臨
場感が違うとの感想多く、極めて好評であった。

＜協力機関・関係団体等の声＞

通常公演に比してマスコミ系の反応が目立った。開催前の取材が5社（日本経済新聞　読売新聞　東都読売新
聞　共同通信社　時事通信社　音楽之友社）　3月16日現在にて内４社が記事掲載済（日経　よみうり　東都
よみうり　音楽之友社）

＜反省点と今後の課題＞

＊本事業を実施した結果として、実現できなかったこと等の課題を記載。

事
業
の
成
果

観客、マスコミ、楽員、指揮者等関係者の評価はもとより公演開催の前後で他のオーケストラや㈱オリィ研究
所サイドでのヒアリング多く、関心の高さがうかがわれた。これが集客に必ずしもつながらなかったことが不
本意ながら、従来の顧客マーケット以外にも新日本フィルハーモニーの名前がある程度浸透できたことは一定
の評価に値すると思う。特に社会貢献コンサートとして社会福祉関連のつながりが従前にもまして広がったこ
とは大きな成果であると言える。

＊目的（ねらい）の達成状況（どのように達成できたか）を記載。また、育成者数について必ず記載すること。

事
業
に
お
け
る
工
夫

公演に際しては不測のトラブル回避のため、ホール内ではＷＩＦＩ回線を避け有線での接続としたがＰＩＬＯ
Ｔ＆「Ｏｒｉｈｉｍｅ」間での回線が不安定にて一部聞き取りにくい状況が発生した。現時点で原因が特定で
きていないが事前の周到なチェックが望まれる

＊「目的（ねらい）を達成するための要素」を実演するために工夫したことを記載。



2021年3月15日（月）

分身ロボット「ＯｒｉＨｉｍｅ」と聴くクラシックコンサート

1 ご年齢 （ ）歳

2 本日はどちらからお越しいただきましたか？

（該当の項目に○印をお付けください）

墨田区 東京都 （ ）区

東京都23区以外 千葉県

埼玉県 神奈川県

その他 （ ）

3 本日の公演は何でお知りになられましたか？

新日本フィルホームページ 友人・知人・家族から

新日本フィルメールマガジン 雑誌・新聞等

新日本フィルＳＮＳ その他 （ ）

コンサートでの折込チラシ

その他チラシ

4 公演自体の内容はいかがでしたか？（演目　時間　料金等）

5 「ＯｒｉＨｉｍｅ」との共演（共生）についてご感想をお聞かせ下さい。

6 本公演は「社会貢献」としていろいろな理由で公演に参加できない方への

「機会提供」が大きなテーマでもあります。

本件についてのご感想・ご意見等ございましたらご記入ください。



7 今後、皆様のご意見も伺いながら「ＯｒｉＨｉｍｅ」も

含めた新たな公演を企画してまいります。

何かご希望の内容等ございましたらご記入ください。

ご協力ありがとうございました

（公財）新日本フィルハーモニー交響楽団



年齢 情報源（重複あり）

比率(%)

10代 1 2.4% ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 6

20代 3 7.3% ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ 3

30代 4 9.8% SNS 3

40代 4 9.8% 折込ﾁﾗｼ 5

50代 13 31.7% その他ﾁﾗｼ 1

60代 7 17.1% 友人知人家族 10

70以上 9 22.0% 雑誌・新聞 5

その他 10

居住地

比率(%)

墨田区 8 19.5%

23区 16 39.0%

東京都 2 4.9%

千葉県 5 12.2%

埼玉県 5 12.2%

神奈川県 4 9.8%

その他 1 2.4%

その他情報源

コンサートイベント一覧

ローソンチケットHP

ハガキ

墨田区

東京善意銀行

SNS

ポスター

ｅﾌﾟﾗｽ

ｽﾏﾁｹ

分析
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